
名 船 発 掘 く,気船〉

《主要目〉貨物船、大阪商船所属、2′577総トン、

4′17重量 トン、主機低圧タービンつき複工連成

汽機 1基、出力|′870馬力、最高速力 36ノ ット、

938年浦賀船渠建造 (いずれも竣工時のデータ)

終戦7日後、サハリンからの緊急避難民を

輸送中、ソ連潜水艦の攻撃を受ける

写真 モ関西汽船時代の 「新果丸」(東京港で筆者撮影)

明
ら
か
に
さ
れ
た
引
揚
船
三
隻

へ
の
妻
華
者

第
二
次
大
戦
が
終
わ
っ
て
し
ば
ら
く
、

米
軍
が
大

量
に
投
下
し
た
浮
遊
機
雷
に
触
れ
て
沈
没
す
る
日
本

船
が
多
か
っ
た
。

そ
の
数
は
五
十
隻
近
く
に
も
達
す

る
。

平
和
時
に
悩
ま
さ
れ
る
残
留
地
雷
の
脅
威
に
も

似
て
お
り
、

ま
こ
と
に
痛
ま
し
か
っ
た
。

だ
が
、

そ
れ
以
上
に
痛
ま
し
い
の
は
、

八
月
十
五

日
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
講
以
後
、

雷
撃
や
空
爆
な

ど
で
六
隻
の
船
が
沈
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

な
か
で
も
、

終
戦
七
日
後
の
一
九
四
五

（昭
和
二

十
）
年
八
月
二
十
二
日
、

サ
ハ
リ
ン
か
ら
の
緊
急
避

難
民
を
乗
せ
た
引
揚
船
三
隻
が
、

留
萌
の
沖
で
国
籍

不
明
の
潜
水
艦
の
攻
撃
を
受
け
て
遭
難
し
た
事
件

は
、

犠
牲
者
の
ほ
と
ん
ど
が
老
幼
年
者
と
女
性
で
あ

り
、

悲
修
の
き
わ
み
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

三
隻
の
名
は
、

通
信
省
の
海
底
電
線
敷
設
船

「小

笠
原
丸
」、
東
亜
海
運
の
２
Ｅ
型
戦
時
標
準
貨
物
船

「泰
束
丸
」
、

同
じ
く
東
亜
海
運
の
貸
物
船

「第
二

新
興
丸
」
（船
名
は
当
時
）
で
あ
る
。

悲
劇
の
真
相
に
つ
い
て
は
、　

一
昨
年
、

そ
の
襲
撃

者
が
ソ
連
大
平
洋
艦
隊
の
溶
水
艦
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

「
小
笠
原
丸
」
と

「泰
東
丸
」
は
墨
沈

八
月
十
五
日
の
終
戦
の
玉
音
放
送
を
は
さ
み
、

八

月
八
日
の
ソ
連
参
戦
か
ら
十
九
日
の
戦
闘
停
止
ま
で



の
間
、

サ
ハ
リ
ン
南
部
の
旧
領
上

（南
樺
太
）
は
、

過
酷
な
職
場
と
化
し
た
。
ソ
連
軍
の
進
攻
が
は
じ
ま

る
と
、

十
八
万
の
居
住
邦
人
は
、

着
の
み
着
の
ま
ま

で
先
を
争
っ
て
南
下
。
コ
ル
サ
コ
フ

（大
泊
）
な
ど

南
部
の
要
港
に
ぞ
く
ぞ
く
と
集
結
し
た
。

樺
太
庁
と
軍
は
、

邦
人
の
相
当
数
を
北
海
道
に
緊

急
避
難
さ
せ
る
こ
と
と
し
、

稚
泊
連
絡
船
や
海
軍
艦

船
な
ど
を
投
入
し
て
、

コ
ル
サ
コ
フ
と
ネ
ヴ
ェ
ル
ス

ク

（本
斗
）
か
ら
雅
内
と
小
樽
へ
向
け
、

輸
送
を
は

じ
め
た
。

大
西
雄
三
氏
の

『悲
劇
の
泰
東
丸
」
曇

九
八
四
年
み
や
ま
書
房
刊
）
に
よ
る
と
、

乗
船
者
の

条
件
は
、

六
十
五
歳
以
上
の
老
人
、

十
四
歳
以
下
の

児
童

・
幼
児
、

四
十
歳
以
下
の
女
性
、

身
障
者
お
よ

び
病
人
、
と
指
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

緊
急
輸
送
は
八
月
二
十
三
日
ま
で
続
け
ら
れ
、

七

万
六
千
人
が
本
上
に
避
難
で
き
た
。

だ
が
こ
の
間
、

前
述
の
よ
う
に
二
十
二
日
、
コ
ル
サ
コ
フ
を
出
港
し

た
三
隻
が
小
構
に
向
か
う
途
中
、

留
萌
の
沖
で
ソ
連

潜
水
艦
の
攻
撃
を
受
け
、

千
七
百
人
を
こ
え
る
人
命

が
う
し
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

弱
者
を
戦
場
か
ら
避

難
さ
せ
る
た
め
の
措
置
が
か
え
っ
て
ア
ダ
と
な
っ
た

点
で
は
、

沖
縄
か
ら
の
疎
開
児
童
を
乗
せ
て
沈
ん
だ

「対
馬
丸
」
の
ケ
ー
ス
と
似
て
い
る
。

「小
笠
原
丸
」
は
言
撃
で
、
「泰
東
丸
」
は
砲
撃
で

と
も
に
沈
没
。
「第
二
新
興
丸
」
は
雷
撃
で
大
破
し
、

か
ろ
う
じ
て
留
萌
港
に
逃
れ
た
。

「泰
東
丸
」
の
乗
船
者
は
大
部
分
、

船
と
と
も
に
海

底
に
消
え
た
が
、
「小
笠
原
丸
」
の
ば
あ
い
は
、

そ

の
多
く
が
漁
船
に
収
容
さ
れ
た
。

遺
体
が
な
ら
ん
だ

増
毛
の
浜
で
供
養
し
た
僧
侶
は
、

遺
体
の
ほ
と
ん
ど

が
、指

示
ど
お
り
女
性
と
幼
児
な
ど
で
あ
っ
た
た
め
、

涙
が
出
て
読
経
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

問
題
の
潜
水
艦
は
、
「小
笠
原
丸
」
を
雷
撃
し
た

の
が

「Ｌ

・
１２
号
」
、
「泰
東
丸
」
と

「第
二
新
果
丸
」

を
襲
っ
た
の
が

「Ｌ
。
１９
号
」
だ
っ
た
と
い
う
。
そ

し
て
、非

道
な
攻
撃
を
加
え
た
こ
と
に
つ
い
て
だ
が
、

ソ
連
軍
は
ど
う
や
ら
、

米
戦
艦

「ミ
ズ
ー
リ
」
で
の

降
伏
文
書
調
印
の
九
月
二
日
を
終
戦
と
考
え
て
い
た

ら
し
い
。

三
隻
が
遭
難
し
た
こ
の
日
に
は
、

同
じ
海

域
で
、

大
阪
商
船
の
貨
物
船

「能
登
呂
丸
」
も
、
ソ

連
機
の
空
爆
を
受
け
て
沈
没
し
て
い
る

（雷
撃
に
よ

る
と
す
る
史
料
も
あ
る
）。

北
朝
鮮
航
路

の
定
期
船
と
し
て
誕
生

「第
二
新
果
丸
」
は
、

貨
物
船

「新
興
丸
」
と
し
て

一
九
二
八

（昭
和
十
三
）
年
に
浦
賀
船
渠
で
誕
生
し

た
。

北
朝
鮮
～
内
地
航
路
用
に
建
造
さ
れ
た
七
隻
の

同
型
船
（貨
客
船
五
隻
、

貨
物
船
二
隻
）
の
一
隻
で
、

厳
寒
の
北
朝
鮮
海
域
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、

頑
丈
な

船
体
を
も
っ
て
い
た
。

言
撃
を
受
け
て
も
沈
ま
な
か

っ
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
も
あ
ろ
う
。

主
機
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
。

低
圧
タ
ー
ビ
ン
付
き

複
二
達
成
汽
機
。
レ
シ
プ
ロ
と
低
圧
タ
ー
ビ
ン
を
組

み
合
わ
せ
た
汽
機
で
あ
り
、

燃
料
効
率
を
高
め
る
た

め
、

浦
賀
船
渠
が
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

竣
工
の
翌
年
、

国
策
会
社
東
亜
海
運
が
設
立
。

同

船
は
こ
の
会
社
に
移
籍
し
た
。

次
い
で
、

太
平
洋
戦

争
開
戦
三
カ
月
前
に
海
軍
に
徴
用
さ
れ
、

特
設
砲
艦

兼
特
設
敷
設
艦
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
「第
二
新

果
丸
」
と
改
名
さ
れ
て
い
る
。

留
萌
港
に
逃
れ
た

「第
二
新
興
丸
」
は
、

そ
の
後

ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

同
船
は
結
局
着
底
し
た
が
、

間
も
な
く
浮
揚
修
理

さ
れ
、
も
と
の

「新
果
丸
」
に
戻
っ
て
い
る
。

そ
し

て
、　

一
九
四
八

（昭
和
二
十
三
）
年
に
は
関
西
汽
船

の
手
に
渡
り
、

政
府
の
チ
ャ
ー
タ
ー
で
三
年
間
、

サ

ハ
リ
ン
か
ら
の
復
員
輸
送
に
従
事
し
た
。
よ
く
よ
く

こ
の
船
は
、

サ
ハ
リ
ン
に
縁
が
あ
る
。

一
九
五

一

（昭
和
二
十
六
）
年
に
商
業
航
海
に
カ

ム
パ
ッ
ク
す
る
と
、
「新
興
丸
」
は
、

関
西
汽
船
の

外
航
定
期
航
路
の
開
業
第

一
船
と
し
て
、

バ
ン
コ
ク

航
路
に
就
い
た
。
こ
の
年
に
は
、

沖
縄
定
期
航
路
の

第

一
船
に
も
な
っ
て
お
り
、

同
社
の
航
路
網
拡
大
の

さ
き
が
け
と
し
て
大
い
に
働
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
六

一

（昭
和
三
十
六
）
年
に
は
佐
野
安
商
事

に
売
却
さ
れ
、
「第
二
金
丸
」
と
改
名
。

デ
ィ
ー
ゼ

ル
主
機
へ
の
換
装
を
ふ
く
む
大
改
装
を
受
け
た
。

そ

し
て
そ
の
五
年
後
、

同
船
は
パ
ナ
マ
船
主
に
身
売
り

し
て
い
る
。

（山
口
　
迪
生
）
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